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『ジュリアス ・シーザー』第二幕第一場1一 そ こで行われる会談において,
ブルータスは仲間たちか ら出されるほとんどすべての提案に対 して反駁する。
それは彼の発言の出出しだけを引用 してみても明らかである。
ハわ,多zo'anoath!.,.亀(1.114)
0,namehim%oむletus%o渉breakwithhim,...(L15q)
Ourcoursew量llseem'ooゐ100め ノ,CaiusCassius,...(1.162)
Alas,goodCassius,doπo'thinkofhim....(L185)
この よ うに彼が他 の者 に反論 した り,他 の者 に対 して優位に立つ 例を十四項 目
にわ たって提示 した上 で,ゴ ー ドン 甲 ス ・ス ミスは ブル ー タスの内面に潜む
傲 慢な性格 を主張 し,ブ ル ータスが シーザ ーを殺害す る計 画に賛 同 したのは,
自分を支配す る ことがで き る人 間が存在す ると考え ると我慢 な らなか ったか ら
で あ ると述 べ てい る。2丹 念 に例 を集めた上で の議論 であ りなが ら,ス ミス論文
が結局 不毛な議論 に終 って いるのは,十 四例 の妥 当性そ の ものが極め て疑 わ し
いか らで あ る。 そ してそ の非妥 当性 の原 因は,台 詞 には当然それ を語 る人物 の
意識な い しほ潜 在意識 が反映 されて い るとい う前提 であ り,従 って台詞が書か
1シ ェイクスピア劇からの引用および幕 ・場 ・行の言及はすべてリヴァー サ イ ド版
(丁加R勿 ε7ε漉S勿 々6sρ¢α7θ,ed.G.BlakemQreEvans(Boston;HQughtonMi田至n,
1974))に 拠る。ただしイタリック体への変更はすべて筆者による。
2GordonRossSmith,`Brutus,Virtue,andWi11,'ε 乃α海θ3ρθσ7θQ%σ吻 吻,10
(1959),367-79.
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れる事情あるいは台詞が負 う条件を確認するとい5手 続きが省かれていること
である。
確かに台詞は劇中人物の言葉 として語 られる。 しかしそれは台詞の存在条件
であり,あ らゆる台詞は劇中人物の言葉 としてしか語 られ様がないのである。
劇作家は基本的には劇中人物の対話 として遣 り取 りされることになる台詞の中
に,対 話を行 う人物の身分 ・素姓等や相互の関係あるい妹対話が行われる原因
や状況等の説明など,対 話 とい う劇中の設定 とは矛盾する,一 重に観客のため
の情報をも盛 り込むはずであるし(特 に劇の始めにはこの傾向が顕著である),
さらに対話の体裁を整えるための台詞 も工夫するであろ う。 このような事情で
書かれた台詞 も又,劇 中人物の言葉として語 られるように配分されているので
ある。ある台詞を劇中に仮構 された世界に存在するある人物の言葉として論ず
る前に,必 ず一度はその台詞が存在する事情 と条件に立ち帰 ることが我 々の義
務である。
劇作家は台詞を人物に配分す る際,無 論それを語るにふさわ しい人物に与え
るはずであるが,余 人ではなくある人物の言葉であるとい うこと自体に力点を
置 く場合 もあれば,置 かない場合もあるだろ う。その二つの場合 とは,我 々の
立場か らすれば,あ る人物の言葉 として台詞を論ず ることが有意義である場合
と無意味である場合である。 しか し有意義な場合に我 々が論ずべき問題は,そ
の人物の感情や性格に尽 きるのであろ うか。ζれか ら行 うブルータスの台詞の
分析カミ,こ の問いに対す る答えとなるはずである。
本稿は主たる対象 としてrジ ュリアス ・シーザー』第二幕第一場を選び,そ
こでは(誰 の)ど のような台詞が どのような形で続いてシーソの進行を支えて
いるのか とい うことを分析することにより,シ ェイクスピア劇の台詞の一様相
を提示す ることを 目的 とす る。対象が選ぽれた理由は,ス ミス論文を引き合い
に出 して本稿を始めた以上,ブ ルータスが語る言葉 として書かれている台詞を
本稿で定めた視点か ら考察する義務があることにもよるが,そ こにシェイ クス
ピア劇,そ の うち特に悲劇のシーン内部の進行あるいは発展の仕方一 台詞の
流れ とシーソ内部の進行 ・発展 との関係一 の一つの典型が認められるか らで
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あ る。
II
『ジ ュ リアス ・シーザー』第二幕第一 場は大別 して1)ブ ル ータスの内省(ll.
ユー85),2)ブ ル ー タス と 陰謀 仲間 との 会 談(ll.86-228),3)ポ ーシ ャの質問 と
ブル ー タスの応 答(11.233-309),4)ブ ル ータス とライ ゲア リャス との会談(11.
310-334)と して提示 され る四 つの部分か ら成 る。(行 数を表示す る括弧内 の数
字が必ず しも連 続 しないのは,各 部 分の く繋 ぎ〉 の機 能を果す 台詞が語 られ る
部分が あ るか らで ある。)こ の うち本稿 が詳 しく分析す るのは,第 一 ・第二 の
部分 であ る。'
最初 の部 分は,第 一幕第 二場 でキ ャシ ャスに よって シーザー打倒 のため に立
ち上 る よ うに煽動 され た ことに対す るブルータスの反応で あ る。31)彼 は既 に心
を 占めてい るシーザ ー殺 害に対す る理 由付け を行 い(ll.10-34:2511.),2)暗
殺 を決 意 し(11.44-58;151L),3)実行 に移 して しま うまでの精神不安定 に苦
しむ(11.61-69:911.)。(な お4)ll.77-85:911.は,次の会談 の部分 に繋が
るので,こ れ にっいては後述す る。)こ の部分 で問題 に したいのは,召 し使い
ル ーシャスの都 合四度の登場 の機 能で あ る。 つ ま り,彼 の登場に よって可能 と
一な る主従 のほぼ一行ずつ の台詞 の遣 り取 りが,ブ ル ータスの台詞(独 白)を 区
切 ってい るとい うことであ る(1L6-9;1L35-43;11.59-60;1L70-76)。そ し
てそ の形 式上の区切れ 目は内面上 の区切 れ 目と も一致 してい て,ブ ル ー タスの
内省 の内容 が一段落す るところでル ーシャスが 現われて情報 を もた らし,そ れ
が ブル ータスを刺激 して彼 の内省 の段階を進 めてい る,と い う設 定で ある。長
い四十九行(あ るいは五十八 行)の 独 白の形 で一挙 に,言 わぽ 〈追 い込 み〉の
形 で語 られた場 合には 明確 化 されなか ったであろ うブル ータスの思考段階(つ
ま り彼の考 えが次第 に固 ま る様 子)は,独 白が 〈段落分 け〉 された形 を呈 して
い ることに よって顕現 させ られてい るのであ る。
内省 の各段 階は,ブ ル ータスが暗殺計 画に身を投 じて行 く段階 であ り,つ ま
3SeeAppendixA,pp.53-55.
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り彼 が辿 る運命 の段階 その ものであ る。 最初 め段階 で,彼 が シーザ ー殺害 を正
当化す る根 拠 と してシ ーザ ーが暴君 にな る危険性 しか挙 げていな いこ と,つ ま
り冒頭 の`lt〃z%s'bebyhisdeath'(1.10)とい う言葉 か ら`SoCaesar〃z砂 ∫
Thenlesthe〃zの,prevent'(11.27-28)とい う言葉 への語調 の低 下に見 られ
る龍頭 蛇尾は,そ れ 自体 この段階 を不安定 な もの と し,そ れ を土台 と してな さ
れ る殺 害の決意 が危 険な もの一 ブル ー タスの悲劇的死 に至 る一つの段階一
として提示 され る要 因 とな るであろ う。
第二 幕第一場 か らしば らく離れ ることにな るが,一 連 の短 い台詞 と長 い台詞
とが交互に繰 り返 され るこ とに よ り,発 展 の段階性が 明確 化 され てい る好 例 と
して第 三幕第二 場が挙げ られ る。 このシ ーンは五段階 の発展を呈す るが,そ れ
は演説 と して語 られ る長い 台詞 と,そ れ に続 く民衆 同志 あ るいは民衆 と演 説者
との間で遣 り取 りされ る言葉 として語 られ るほぼ一行ずつ の台詞(た だ し,演
説者 の台詞 は多 少長 く,大 方数 行ずつ)の 纒 ま りとが一対 にな って一単位 を成
し,そ れが五 つ重ね られ る とい う形 で明確 化 され ている。 尤 も,第 一段 階 と第
二 段階 との間には人物 の登 場 と退場,そ してそれ に伴 う中心人物(演 説者)の
交替 とい う一層 明確な区切 れ 目が存在す るので,五 段 階は一様に続 いてい るわ
けでは な くて,最 初 の一段 階 と後 の四段 階 との二部 を呈 して いる ことを断 って
置か なけれ ぽな らない。 さ らに付言す るが,五 段階 の終結(民 衆 の退場 とそれ
に対す るアソ トニ ーの評言 としての台詞)の 後 に続 く末尾 の部分(11.261-271)
は,こ のシー ンを 自然 に閉 じる機能 と,さ らに この シー ソと一つ隔 た るシー ン
とを繋 ぐ補 助線 の よ うな機能 を持つ もの,具 体的 に言 えぽ,ア ン トニ ーの退場
をオ クテイヴ ィヤスの許へ 向 う行動 として意味付 け,そ うす るこ とに ょって彼
の退場 を第 四幕第一場 のオ クティヴ ィヤスを伴 った登 場に繋 ぐものであ るが,
この部分 は考察の対象か らは除 かれ る。
第一段階(第 一 部)は,民 衆 に要 求 され て(IL1-11),ブ ル ー タスが シーザ
ー殺害 に及 んだ理 由を弁 明『し(11.12-34:231D,それは民衆 の承認 を受け,・
彼 らは ブル ー タス を讃 えつつ家に送 り届け よ うとす るカミ,彼 はそ の まま残 って
アソ トニ ーの演説 を傾 聴す るよ うに民衆を説得 して退去す る(ll.35-61)と い
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うところまでであ るが,ブ ル ータスの演説 は一 口に,シ ーザ ーが野望 を持 って
いたので ローマの 自由を守 る牟めに彼 を倒 した,と 要約 で きる簡明な ものであ
り,続 い て行わ れ るア ン トニ ーの演説 が段 階を踏 んだ巧妙 な もので あ るの と対
照 的に,彼 の演 説 自体は段階 化 されて いない。
ブル ータスが去 った後(第 二部),民 衆 ぷ彼の弁 明 と説得 に対す る反応 を続け
てい る中 で(11.62-72)ア ン トニ ーカミ始め る シーザ ー追悼 の演説は,実 質的 に
は ブル ータスの糾弾で あ り,彼 を滅 亡に至 らしめ るもので あ るが,そ の演説は大
別 して四段階 か ら成 る。す なわ ち,ア ン トニーは1)ま ず シーザーに着せ られ
た 「野望」 の汚名を拭 うと同時 に,そ れを主張 した ブル ータスの人 格を暗に 否
定 し(1L73-107=351L),2)次に シーザ ーの遺 書を ち らつかせ,そ の 内容 を
ほのめかす(ll.118-137:2011.)。3)さらに シーザ ーの衣服 の破れ を一 々指 し
示 しなが ら,「 反逆」 の残 虐非道 さを強 調 し,最 終 的には遺体 その ものを民 衆
の 目に触れ させ る(IL169-197:2♀ll・)。 そ して4)仕 上げに 「暴動」を起 こ
す よ うに暗 に しか し強 く煽動 す るので ある(IL210-230こ211L)。彼の演説 の
各段階 の区切れ 目では,民 衆 同志 あ るいは民衆 とアソ トニ ーとの問 で短 い言 葉
の遣 り取 りが行おれ るが,そ こに見 られ るア ン トニーの演説 に対す る民 衆の反
応 も,1)最 初 にシーザ ーに対す る同情 を表 明 し(11.108-117),2)彼 の 遣 書
を読 んで欲 しい と願 う中で,ブ ル ー タスたちを 「反逆者」 と呼ぶ よ うにな り(ll.
138-168),3)「 復讐」 を叫ぶに至 り(11.198-209),4)終 に具体的 な復 讐方法
として 「反逆者た ちの家を焼 き打 ちす る」ために飛び出 して行 く(11.231-259)
とい うよ うに,演 説 の段 階に見合 う形 では っき りとした段階 を以 って呈示 され
ていて,演 説 の効果 を確証 す る もの とな って いる。
ここで第 一部一段階 と第二部 四段 階を合せ て,第 三幕第二場 の五段階 の発展
を整理す るな らぽ,一 旦は民衆 の讃美の対象 に引 き上げ られ た ブル ー タスが,
言わ ば落差 を得 た後で真直 ぐに滅亡 に追 い込 まれて行 く過程 を明確に示 してい
るものであ る。
話を第二幕第 一場に戻す が,ル ーシ ャスがキ ャシ ャスたちの来訪 を告 げて退
場 してか ら一行が登場す るまで の く繋 ぎ〉 の部分であ るブル ータス の独 白(11.
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77-85)は,陰 謀を抱 く者 が他の 目を欺 くために 持 つべ き心構 えについて であ
り,最 早,彼 の リー ダーと しての 自覚を反映す る台詞であ る。前 場最後 のキ ャ
'シ ャスの台詞`Letusgo,Foritisa[termidnight,anderedayWewill
awakehilnandbesureofhim'(1.iii.162-164)は,彼とキ ャス カの退場 を
ブル ー タスの家に向 う行動 と して意味 付け,か つそれを今度 の来 訪 と しての登
場 に繋 ぐ機 能を持 つ もので あったが,台 詞 の内容であ るブル ータスの説得 は こ
の シー ソでは全 く行わ れない。しか し,会 談が キ ャシ ャス たちによ るブル ー タス
の説得 ではな くて,直 接,ブ ル ータスを 中心 とした シーザー殺 害 の計画 につい
ての話 し合い とな ってい る ことは,前 の部分 の発展段階 を受け継 ぐ部分 として
む しろ当然で ある。尤 も挨 拶(11.86-99)を 終 えて話 し合 い(ll.112-228)に 入
る前に,ブ ル ータス とキ ャシャスが二 人だけで何事か を語 り合 ってい るとい う
漠然 とした状況が示 され ることに よ って(11400-111),そ の飛躍 は埋 め られて,
い る とも言乏 るが,し か しそれに して も,こ の部分 は彼 らの台詞 を必要 と して
いな い ことは確かな のであ る。 いや,ブ ル ータスが決断 す る思考過程 は既 に提
示 されだ のであ るか ら,こ こで キ ャシ ャスに対す る言葉 とい う設定 であ るに し
て も,ブ ル ータス の決 意が確認 され る台詞が存在す ると した ら,そ れ は重複に
他な らず,シ ーザ ー殺害 とい う差 し当た りの終結点 を 目指 して進展 してい る劇
の発展 を徒に逆行 させ ることに な るだろ う。
この章 では,大 方 は端役 の ものであ る一連 の短 い台詞 と主要人物 の長い台詞
とが一対 にな って単位 をな し,そ れ が数個重ね られ て,シ ー ンあ るいはそ の下
位単位 とな る部分 の段 階的発展 に形 を与 え ている例,比 え て言 えば 〈詩脚 〉 と
く韻律〉に も相 当す る台詞 の配列 方法 を示 した。 章 を改 めて,ブ ルー タス と仲
間た ち との話 し合 いの分析 に入 る。
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ブルータスとキャシャスが二人だけで言葉を交すのを止めて他の者たちに向
き直るところか ら,話 し合いが済んで来訪者たちが引き取るまでに遣 り取 りさ
れる言葉 として書か れ て いる台詞(II.i.112-228)が 当分の考察の対象であ
、塗璃論騒躍纏謬誘鑓驚鍵圏1も 4ヱ
る64'
本稿冒頭で述べたことであるが,確 かにス ミスが指摘する通 り,ブ ルータス
は誓言を取 り交す提案,シ サ ロウを仲間に加える提案,シ ーザーと同時にアン
トニーを殺害する提案,さ らに示されたアン トニーに鮒する不安のいずれに対
しても次 々と反対意見を述べ,そ の結果彼の意見が通 る。粉本である 『プルタ
ーク英雄伝』には,陰 謀家たちが誓言を取 り交 さ'なかったとい う事実,彼 らが
シサ 目ウの臆病な性格等を考慮 して彼には計画を打ち明けなかった と い う事
実,そ して他の者たちは皆アソ ト』一も殺害することを善策と考えたがブルー
タスが同意しなかったとい う事実が記述 されて い る♂ 従って,脚 色す る際提
案 とそれに対する反論 としての台詞に仕立て(劇 中人物の言葉 として語 られる
ことが 台詞の存在条件であることは 無論承知 しているが),反 論の台詞をブル
ータスのものとしたのは シェイクスピアの責任であることは事実である。6し
か し彼はこのように脚色することによってブルータスの,何 事においても他の
者を抑えなければ気が済まない我がままな性格を表現 しているのだろうか。 ブ
ルータ夙と仲間たちとの話 し合いの部秀では,も っと別のことに重点が置か為
ているのではな いか と思われ る。
話 し合いで確認 され るのは次 の八 つ のことであ る。つ ま り1)行 動 を起す に
あた って動機 が強 く,結 束 が固 いこ と(1L112-140),2)追 加 メ ソバ ー候補 と
して シサ 百ウが 不適 であ るζと(ll.141-153),3)殺 害 は神 々に 対 し7(犠 牲 を
捧げ る行為 として行 い,対 象ば シーザ ーに限定す るこ と(11.154-183),4)ア
ソ トニ ーは恐れ るに足 らぬ こ と(11.183-191),5)現 時刻(1.192),6)シ ー
ザ ーを確実 に議事堂 に引 き出す たあに全員 で迎 えに行 くこ とお よび そ の 時 刻
4SeeAppendixB ,pp.56-59.、
5P伽'σ アo〃s五 勿 θso∫ 腕62>oδ1θ07θcゴ 観3α π4Ro勉 ση6s
,trans.SirThomas
North(1579),rpt。inGeoflreyBullough,ed。,Nσγγα吻 θ α痴p7α 甥 α彦5cSo麗7cθsげ
5肋 んεsρθσ7θ,Vo1.V(Loロdon:RoutledgeandKeganPau1;NewYork:Columbia
Univ.Press,1966),p.白7;pp,102-3、
6特 に シ サFウ を 仲 間 に 加 え る 提 案 に 対 す る 反 論 と し て
,シ ェ イ ク ス ピ ァ が ブ ル ー タ
ス に 与 え た`For,hewillneverfollowanythingThatothermenbegin'(IL151-
152)と い う台 詞 が,ブ ル ー タ ス 自 身 の 態 度 に 対 し て 観 客 の 批 判 的 意 識 を 向 け さ せ る 可 能
性 が あ る こ と は 否 定 で き な い 。.
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(ll.193-214),7)仲 間に ライ ゲア リャスを加 える こと(11.215-220),最 後 に,
解散 す るにあた って8)計 画を成就 させ るための心構 え(ll.221-228)で あ
る。 この話 し合い の部分 も,ブ ル ー ぞスの内省 の部 分に認め られ た段 階的発展
を受け継 いでい る。一旦,現 時 刻の確認 と解 散に際 しての訓 戒を除 くと,話 し
合い には六項 目の議題 が認 め られ るわ けであ るが,そ の内容 は次第 に計画の核
心 に触れ る ものに移 り変 ってい る。 さ らに ここでは誰か の提 起に よって議論が
開かれて,そ れ が ブル ータスの賛成 あ るい は反 対の意見 に よって決着す る とい
う形が単位 とな りそれ が繰 り返 され てい るが,そ の反復 は一つ の単位 の終点 と
な る台詞 が同一人物(ブ ル ータス)の もの とな ってい るこ とに よ り一 層 明確 で
あ る。7こ の ように して,議 論の内容 の段階 的発展は形 を与 え られ ている。 な お
一旦外 してあ る二項 目は,命 令 と応 答,暇 乞 い と別 れの挨拶 とい う形,つ ま り
提起 と承認 とい う形 の変形 であ る。
現時刻 が確 認 され る際時 計が言及 され ることは,シ ェイ クス ピアが犯 した時
代錯誤 の例 として よ く引 き合いに 出され るが,し か しここが,議 題 が シーザ ー
殺害 に対 す る精神的態 度 とい う抽象的 問題か ら,時 間 ・場所 に関わ る具体的計
画へ と大 き く飛躍す るための きっか け とな っている ことは注 目に値す る。 ス ミ
スは`Peace,counttheclock'(1.192)とい う言葉 さえ,ト リボ ウニャスの言
葉が作 った明 るい雰 囲気 を壊 して沈黙 を漂 わせ た として,ブ ル ー タスが他の者
た ちを支配 す る例 に加えてい る。8し か し,こ の ブル ータスの言葉 として の台詞
は語 る人物 自体に 力点 を置かれ てはいない。 この台詞の存在価値 と しては,緊
張感 を作 り出す こ と,つ ま りシーザ ーの殺害が時 間の問題 になってい るこ とを
台詞 の受 容者 であ る観客 に感 じさせ る こと(そ の台詞の後間が空 け られ ると し
た ら,そ れ を沈黙 として受容 し,そ の効 果を経験す るの も観客 であ る)を 論ず
る方が有 効であ ろ う。 そ して台詞 のその よ うな効果 を見込ん だ上 で,こ の後計
画 の核心 に触れ る議論 として の台詞 が続け られ てい るのでは ないだろ うか。
追加 メソパ ー候補 に関す る議題 が前 後二度 に分 け られ ているが,シ サ 巨ウに
7SeeEmrysJones,Scθ疵oFo7初 勿S肋 彦θψoσ7θ(Oxford:ClarendonPress,
1971),pp.17-18.
8Smith,p.369.
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ついての提案 とライ ゲア リャスにっ いての提 案の台詞 の位置 は決 して相互 に交
換可能 なわけでは ない し,9一 度に統合 して しま うわ けに もいか ない。 なぜ な
らば,前 者 は否決 され るために結果的 に議論の実質 的進 展に何 ら貢献 じな いの
に対 して,後 者は賛 同を得て`Now,goodMetellus,goalongbyhi皿・。..
Sendhimbuthither,andI'llfashionhim'(II.218-220)とい う新た な行 動に
対す る具体 的命令 を受 け るこ とに ょ り,結 果的 に殺 害の計画 を進 展 させ る とい
う相違 があ るカきらであ る。 これ に関連 して述べ れぽ,時 刻 が確認 され る前 にな.
され る提 案はすべ て反対 されて実 を結 ぽない もの とな ってい る。
現時刻 の確認 と ともに,議 題 の数 には含めず においた解散際 の訓戒 につ いて
であ るが,訓 戒は キ ャシ ャスの台詞 とブル ー タスの台詞 とに分 たれ ていて,,両
方 とも,あ るいは両方合せ て,会 談(実 質的 には話 し合 いの六段階)を 総括(一 括)
す る もの となってい る。具体 的に言 えぽ,キ ャシャス の`...butallrelnember
Whatyouhavesaid,...'(11.222-223)とい う台詞 の内容 はそ のまま話 し合
いの始めか ら終 りまでを一纒 めにす るものであ る し,ブ ル{タ ス の台詞`Good
gentlemen,lookfreshandrnerrily;Letnotourlooksputonourpurposes,。..'
(ll.224-225)が 仲 間たちを迎 える直 前の独 白`Seeknone[i・e・,nocavern],
Conspiracy!Hideit[i.e.,thymonstrousvisage]insmilesandaf[ability;...'
(11.81-82)と 全 く同 じ内容 と調子 のものに戻 ることは,〈 始 め〉に対応す る 〈終
り〉 を与 えて会 談全体 を一括 りにす るこ とに他 な らない。 さらに,挨 拶を交す
ことに始 まってか ら,提 案 あ るいはそれ に対す る意見 として の台詞 を分担 して
語 るこ とに よって,言 わ ば向い合 って来 たキ ャシ ャス とブル ー タスの二人が,,
ともに 同 じ方 向(他 の五 人)に 向 って,訓 戒 とい う同 じ調子 の台詞 を順に語 る
ことは,比 えて言 えば く対句〉 の効果 を以 って会談 を締 め括 る ことであ る。
話 し合 いの段階的 発展を確認 し,さ らにそれ に付随 す る問題 に も目を 向け た
が,こ こで我 々が考え るべ き ことは,一 つ の議 題の議論を終結 させ る台詞 がす
9困 みに粉本では,ラ イゲアリャスセご関する記述の 後にシサμウに関する記述があ
る。SeeNα77α'勿eπ π4Dγ σ伽α'甜So%7c8so∫S肋 舵sρ召α7θ,VQ1.V,pp.96-97.
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べ て ブル ー タスの ものであ ることの形 式上 の価値 ではな くて,そ の言葉が ブル
ータスのものであ るこ との内的な意味 であ る。既に 見た よ うに,会 談 で彼が リ
ー ダーの位置 に納 まるこ とが少 しも唐突 ではない よ うに劇(第 二幕第一 場)は
進行 して いる。 しか し彼 には 自ら提案す る言葉 はな く,彼 は仲間 の誰か(大 体
はキ ャシ ャス)の 提案や 意見に対 して賛 否 どち らか の決定的 な意 見を述べ る ζ
とに終始す る,と い う形 セとここで の台詞 は劇中人物 たちに配分 され てい る。 主
人公 ブル ー タスが暗殺計 画の方 向 と段 階 とい う彼 の運命 の方 向 と段 階 を 自ら,
た〕とえ反 対 され ようとも築い てい る過程一 これが基本的 に対 話 とい う形 で進
行す る劇 の中では,我 々が 目にす るよ うな形 で表 現 されて いるので ある。劇 に
おいて対話が成立す る条件 につい ては,後 に考察す る。
少 しだけ言い及 んだが,ブ ル ータスが対立意 見を尻 目に議論 を終結 させて し
ま うとい う表現 の意 味を考察 してお きたい。 それは,対 立 意見 とい う別 の選 択
の余地 が対照 と して存在す る ことに よって,決 定そ の ものの重大性(悲 劇 の一
段階 としての重要性)が 引き立 て られ ている とい うこ とであ る。話 し合 いに お
いて最 も重 い取 り返 しのつか ない決定 としての価値 を付 与 され てい るのは,殺
害 の対象を シーザ ーに限定 し,ア ン トニ ーには頓着 しな い こととい う決定 であ
る。 この決定 はキ ャシ ャスの主張(ll.155-161)を ブル ータスが論破 す るが(11.
162-183),キ ャシ ャスは納得せず再 び議題を蒸 し返 レ(ll.183-184),そ れ を ブ
ル ータスが却下す る(11.185-189)と い う手続 きでな され る よ うに書かれ てい
る。 これ と酷似す る 表現方法(台 詞 の配 列お よび配分)は,ブ ル ータス が ア
ソ トニ ーに追悼演説 を許可す る段 取 り,お よび フ ィリパイに攻 め入 るかあ るい
は待 って敵 を迎 え撃 つか とい うことに関す る決 議に も見 られ る。具体的 に言え
ば,前 者 は(ア ソ トニーに)ブ ル ータスが演説 の許可 を与 え よ うとす るこ とを
(III.i.231),キ ャシ ャスが引 き止め るが(11。231-235);ブ ル ータスは 自分の
考 えを説 明 し(ll.235-242),キ ャシ ャスが表 明す る不安 と不満(1.243)を 無
視 して,再 び(ア ン トニーに向 って)許 可 の言葉 の述べ る(11.244-251)と い
う手続 きで,後 者 は ブル ー タスが進 軍 を提案 し(IV.iii.196-197),そ れに キ
ャシャスが反対 を唱 え(1.198),理 由を要 求 され(1,198)説 明す るが(1L198
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一202),ブ ル ータスは 自らの戦略 の方が勝 ってい る旨を説 き(11.203-212),キ
ャシ ャスが 口を挾 も うとす るのを(1.212)遮 って 自説 の主張 を続 け(11.213-
'224)
,終 にキ ャシャスが折れ る(IL224-225)と い う手 続 きで な され るよ うに
書かれ てい る。 シ ェイ クス ピアは この よ うな形 に台詞を配列かつ配分 す るこ と
に よって,出 来事(決 定に至 るまでの曲折)を 伝達す るだけ ではな くて,決 定
自体 の致 命性を強調 し,ブ ル ータス(お よび彼 の仲 間た ち)の 挫 折を暗示 す る
ことも果 して いる。10
しか し別面 この よ うな台詞 の配列 お よび配分 は,劇 の進行(台 詞の流れ)と
い う観点 か ら見 なけれ ばな らな い ものであ る。 ブル ータスの反論 を招 く提案や
意見 として語 られ る彼の仲間た ちの(大 方は キ ャシャス の)台 詞 が劇 の進行 に
果す機 能 も併せ て考えなけれ ばな らない。
IV
ブル ータス の仲 間た ちの うち,先 ず キ ャシャスを除 いた五 人の台詞 を見 てみ
よ う。 ブル ー タス とキ ャシ ャスが二人だけ で何 事かを語 り合 って いる とい う漠
然 と した状況 の時間的空 白を埋め てい る台詞を除け ば,彼 らは話 し合 いの箇所
では各 々二つず つ台詞 を与 え られ ている。 そ して総行二十五 行半 に過 ぎない十
の台 詞 の うち,六 つ は キ ャシャスあ るいは ブル ータスに 対 す る 同 意(1.143
(Casca>;1.143(Cinna);11.144-149;L153;11.190-191;1.214),三三つをま.キ
ャシ ャスが行 う実質上 の提 案を引 き出す き っかけ となる問題提起や提 案 ・申 し
出(1.154;L193;IL202-211),残りが ブル ータスの命令 を引 き 出 す 意 見
(11.215-217)で あ る。 つ ま り彼 らの台詞 は ブル ー タスあ るいは キ ャシャス の
台詞を受 けるか,二 人 の台詞に引 き継 がれ るこ とに よって,骨 組 とな る台詞 の
流れを 円滑 にす る機能 を果 す ものであ る。 彼 らの台詞 の意味(価 値)は,台 詞
の内容 自体 とい うよ り存在 自体 が作 り出す,話 し合いが二人 ではな くて七人 で
行われ てい るとい う雰 囲気 に求め られ る。
10『 ア ン トニ ー と ク レオ パ トラ』 に は,ア ソ トニ ー が,陸 戦 を 支 持す るキ ャニ デ ィヤ
ス,イ ノバ ーバ ス,さ らに 一兵 士 の反 対 に 遇 い なが ら,結 果 的 に 彼 を 滅亡 に導 く海 戦 説 を
譲 ろ う ど しない,と い うさ らに 念 の 入 った 形 が 見 られ る(IILvii.27-66)。
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実質上話 し合いは.キャシャスとブルータスの言葉の遣 り取 りとして書かれて
いることを確認 した。無論 ここに見 られる二人の意見の対立には二人の性格の
対照性 も表現されているであろ う。しか し今我々が問題にしたいことは,た とえ
他の五人に も幾許かの台詞が与えられて七人の話 し合いとい う外観が整えられ
ていようとも,こ こに劇が進行するための最も基本的な形 で あ る対 話(伽 ・
10gue),す なわち相対す る二人の言葉の遣 り取 リカミ露呈 していることである。
キ ャシャスとブルータスは話 し合いの間一貫 して言葉を遣る(提 案す る)側 と
取る(そ れに対する意見を述べる)側 をそれぞれ受け持たされているのであっ
て,我 々は二人が対立 していると見る前に,言 葉 とい うエネルギーを発する側
とそれを受け止めた上で返す側 との二極に二人が対置されていることに注 目し
なけれぽな らない。11キャシャスや ブルータスの性格や二人の 対照性を引ぎ出
そ うとするあまり,二 人の台詞がそれぞれどち ら側の極から発せ られるものに
なっているか,ど の言葉を受けた上で出され るものになっているか,あ るいは
どの言葉に受け られるように出されるものになっているかとい うことな無視 し
て,二 人の台詞を同列に並べた り,あ るいは各人物が一つのシーソや劇全体の
中で与えられる台詞を総合するようなことは慎まなけれぽな らない。
第四幕第二場か ら第三場にかけて(ブ ルータスとキャシャスが舞台に留 まる
ことになっているか ら,実際には一つのシーンにおいて),二 人の口論が続け ら
れるが,口 論においても二人は言葉のエネルギーを発する側 と受ける側に対置
されている。つ まり双方 とも怒 りをぶつける言葉や相手を非難する言葉を語 ら
されることはな く,一旦ある時点 までは怒 りをぶつける側と受け流す側,あ るい
は非難する側 と抗弁す る側のどち らかに回され,後 に付 く側を交換させ られて
いる。具体的には,ま ずキャシャスが抗議をする側で,こ れをブルータスがた
しなめる側に回 り一旦中断 させ る(IV.ii.37-47)。 再びキャシャスが抗議体制
に入るが(IV.iii.1-8),今 度はす く・にブルータスが`Letmetellyou,Cassius,
youyourselfAre皿uchcondemn'dtohaveanitchingpalm,...'(lL9-10)
11SeeBemardBeckerman
,`Shakespeare's工ndustriousScenes,,S乃αゐθsρθσ7θ
(2%σ7'67砂,30(1979),138-50.
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と言 って非難す る側 に回 ると,キ ャシ ャスは`1,anitchingPalm?_'(1.12);
`ChastisementP'(1.17)と 相手 の言葉 を鵬鵡返 しに反復 した り,`Brutus,bait
notme,1'11notendureit'(11.28-29);`Urgemenomore,Ishallforget
myself;・ ・2(L35)と 相手 を制 した り,`ls'tpossibleP'(1・38);`Qyegods・
yegods,mustIendureallthisP'(1.41)と相手 の浴びせ る罵署 雑言に 悶える
側に回 る(11.9-82)。 しか し彼 ボ ブル ータスの薄情 さに対す る抗 議を開始す る
と,ブ ル ー タスは(意 地悪 くであ るが)応 対す る側 に回 り(11.82-92),キ ャシ
ャスの悲嘆が絶頂 に達 す るとそれ を宥 め(11.93-113),彼 が行 う一つ一 の質問
に(友 情 を以 って)返 答 し,和 解 が成 立す る(11。113-123),と い うよ うに ロ
論は作 られ てい る。劇 で 口論 とい う言葉 の遣 り取 りが成 立 しかつ持 続す るた め
には,非 難す る側 と,「 これ 以上我 慢で ぎない」と言 いなが らも実際 には耐え続
けて相手 の言 葉を受け止 め る側 とが作 られ る必要が あ るとい うこ とであろ う。
付言す るが,口 論に おいて ブル ー タスを攻 撃側,キ ャシャスを守備 側 とす る
言葉 の遣 り取 りと して書 かれた一連 の短 い台詞は,ブ ル ータスの抗議 や罵署 と
しての長 い台詞(ll.18-28;11.42-50;IL65-82)に区切 られ ていて,彼 の怒
りが度 を加 えてい る ことお よび 口論 が激 化 して いる ことが,こ のく段落分 け〉に
よって 明確化 され ている。 その後 キ ャシ ャスが抗議側 に移 ってか らは,二 人 の
短 い一連 の台詞 にキ ャシ ャスの長 い台詞(IL93-107)が 続け られ るが,そ こは
彼の悲嘆 の絶 頂お よび 口論 全体の クラィマ クスに一致す る。 上演 において役者
の肉声 を与 え られれ ば,観 客は短 い一連 の台詞 が続 け られ る間に蓄績 された エ
ネル ギーが長 い台詞に よって一挙 に放 出 され,そ してそ れが反復 され るのを心
の深層 で しか し確実 に経験 させ られ るだろ う。以前 〈詩脚 〉 と 〈韻律〉 に比 し
た この よ うな台詞 の配 列は,シ ェイ クス ピア劇 のいた るところに見 い出せ るも
ので ある。 シェイ クス ピア劇では,対 置 された二者 に よって支 え られ る一連 の
短い台詞 の流 れが前置 き となpて 長 い台詞 を導 き,そ うして発せ られ た長 い台
詞 の後 を再び一連 の短 い台詞 の流れ が引 き取 る とい う型 が,〈 韻律〉 の基本 と
な ってい るのでは ないか と想像 され る。 しか しこれ を主 張す るには,シ ェイ ク
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ス ピア劇全体を調査 してみなけれぽならない。
ここで,二 者が対置された状態が劇の進行(台 詞の流れ)を 支えていること
を示す例で興味深いものをい くつか挙げてみる。 『ジュリアス ・シーザー』 は
護民官二人と平民たちとの問で行われる尋問と答弁で始 まるが,二 人が平民た
ちを追い返 した後の彼 らあ言葉とされる台詞は,命 令 とそれに対する疑念そ し
て答弁 とい う形で書かれている。
FZα"....
GoyoudGwnthatwaytowardstheCapito1,
ThiswaywillLDisrobetheimages,
Ifyoudo丘ndthemdeck'dwithceremonies.
必%7.MaywedosoP
YouknowitisthefeastofLuperca1.
測 砿ItiSnOmatter,正etnOlmageS
BehungwithCaesar'strophies.... (1。i.63-69)
ここからマララスの精神状態(ぐ らつき等)を 読み取 ることが無意味であること
は改めて断るまでもない。シェイクスピアは,彼 らの対する相手である平民たち
を退場させた時点で,状 況を説明するとともに彼ら自身の退場の意味付け とも
なる台詞を彼らの言葉の遣 り取 りとして書 くために二人を対置 したのである。
第三幕第三場は幕開きの変形で,こ こで嫡平民たちと詩人との間で尋問 と答
弁カミ行われる。そのとぼけた掛け合いは詩人が暗殺者 と同名の 「シナ」を名乗
った瞬間,そ の決定的な答えによって、尋問する側と答弁す る側とい う二極を
喪失 して終 る。そ して注 目したいことは,シ ェイクスピアがこの掛け合いをあ
る時間持続させ るために,平 民その一に名前の質問を最初にさせておきながら
(1.5),そ れに対する答えは最後にさせて(1.27),平 民たちと詩人とを対置 さ
せ続けてい ることであ る。 これは幕開きでも同じことで,後 でわか ることだカミ,
シーザーの台頭を嫌 う護民官と職人連 とのおどけた遣 り取 りが可能になってい
るのは,職 業の尋問が先に来て(1.5),職 人連が仕事を怠けている理由(シ ー
ザーの凱旋を見物す ること)に ついての質問(IL27-28)が 後に回されている
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か らであ る。
第二幕第 一場 の残 りであ るポーシ ャの 心配が示 され る部 分(11.233-309)と
プル ータス とライ ゲア リャス との会談(II.310-334)に つ いて一 言ずつ触れ て
おきたい。 まず ポ ーシ ャとブル ータス との遣 り取 りは,ポ ー シャが心痛 の原 因
を打ち明け 七欲 しい と懇願す るのに対 して,ブ ル ータスがそれ を拒絶 し続 け る
こ とに よって成立 してい る。そ して彼女が 自分の精神 力を試す ために刺 した と
い う太腿を示す ことに よ り,ブ ル ータスの心 が開かれ て,懇 願す る側 と拒 絶す
・る側 とい う二極 が消失 して二人 の遣 り取 りは終 る。 この,劇 の進行には直接 貢
.献 しない挿話的部分 は,ブ ルー タス のと ころか ら仲間 たちが引 き上げ た後,そ
の うち の一人 であ る ミテラスの言伝に よるとされ るライ ゲア リャスの来訪 に至
るまでの時間経過 を埋 め る機能 を果す もので あ り,直 前 まで続 いていた段階的
発 展を受け継 いではいない。一方 それに続 く最後 の部分 は,劇 の進行 に言 わぽ
く弾み〉 を着 け るもの となってい る。 最後は ブル ータスとライ ゲア リャス との
会談 の体を成 しているが,ラ イ ゲア リャスの来訪 とい う設定 は ブル ー タスの退
場 をシ ーザ ー殺 害の決行に 向 う力強 い行動 として意昧付け るもの に 他 な ら な
い。 ライ ゲア リャスの 申 し出や 質問に対す るブル ータスの受け答 え とい う形の
言葉 の遣 り取 りが一頻 り続いた ところで,ラ イゲア リャスカミ`Setonyourfoot,
Andwithaheartnew・丘r'dIfollowyou,...'(11.331-332)と熱 意を以 っ
て申 し出て,そ れ をブル ータスが 同 じだけ の強 さで`Followmethen'(L334)
と言 って受け 入れ るこ とに よって,二 人の会談に決着 が付 き(言 葉 のエ ネル ギ
ーの遣 り取 りが終結 して),彼 らの歩行(退 場)が 実 行に向 う力強 い もの とし
ての価 値を帯 び るので ある。12
対置 され た二者 の言葉 の遣 り取 りとい うよ り,言 葉 の遣 り取 りを行 わせ るた
めに対置 され た二者 の例や,二 者が対 置 され た状態 が消失す る時点 が巧妙 に操
作 され た例を併睡 て見 ることに よって,シ ェイ クス ピア劇 の基本 的な台詞 の流
れ を支 えてい る ものを確認 した。 この期 に及 んで話を第二幕第一 場に 挙け るブ
ル ー タス とキ ャシ ャスの遣 り取 りに戻 す ことは無用 の重復で あ るか ら,最 後 に
12ス ミスは,こ のブルータスの最後の台詞すら十四例に数え挙げ ている(Smith,p.
370)。
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我 々が確認 したことを応用 して次の例を検討することによりこの章の纒めとし
たい。
第一幕第二場には,ジ ーザーとアソ トニーの次のような台詞がある。
Cα6s.ノ ～」ユtorLio!
ノ4%'.CaesarP
Cα6s.LetmehavemenaboutInethatarefat,
Sleek.headedmenandsuchassleepa.nights.
yb2z4Cαss2%shasaleanandhungrylook,覧
Hethinkstoomuch;suchmenaredangerous。
、4鋭.Fearhimnot,Caesar,he'snotdangerous,
HeisanobleRoman,andwellgiven.
Cα θs.Wouldhewerefatter!butIfearhimnot.
Yet迂mynamewereliabletofear,
IdonotknowthemanIshouldavoid
Sosoonas'乃 α渉Sρ α7θCαssゴ%s....(ll.190-201)
ここか らシーザーのキャシャスの本性を見抜 く目の確か さと,そ れと対照的な
アソ トニーの判断 の誤 りとを読み取ろ うとする評老 もいる。13彼 らの台詞には
そのような対照性は全 く表現されていないと言い切 るつ もりはないが,力 点が
もっと別のことに置かれていることは確かである。まず二人の台詞が語 られる
状況であるが,そ れは,既 にシーザー打倒を目論んでいて,現 にシーザーの一
行が戻って来 る直前まで彼の弱点を数え挙げるこζと彼の増長ぶ りを批判する
ことによってブルータスを味方に付け ることに全精力を注いでいたキャシャス
と,彼 の側に傾きかけているブルータスとが,シ ーザーの一行が通過するのを
注視するとい う状況である。 ここは,そ の大部分を占める台詞の語 り手である
シーザーと,彼 によって評 されるキャシャスに,さ らには,シ ーザーか ら離反
しつつあ り,シ ーザーの評するキャシャスと同様危険人物になりつつあるブル
ータスにも,受 容者である観客の意識を向けさせ るように作 られそいる。整理
13T .S.Dorsch,Introductiontoノ初 伽sCα θsακ 丁勿 ノ174θ"E読"o",ed.Dorsch
(LQndon:Methuen,1955),p.xlvii.
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し直せ ぽ,,こ こは(無 論 アン トニ ーの台詞 も含 めて),ほ とん ど本能 的にキ ャ
シャスを嫌 悪す るシーザ ーが,彼 に敵 意を抱 くキ ャシャスの 目の前を通過す る
際に生ず る二人の緊張 関係 と視 線 の衝突,そ して まだ キ ャシ ャスの よ うには疑
われ ていない ブル ー タスが シーザーに対 して投げか け る批判的 な視線 一 この
よ うな極度 に張 り詰め た空気 を観客 に経験 させ るよ うに書 かれて い る の で あ
るo
そ こで アン トニーの台詞 の存在価値 が我 々の問題 とな る。最初 の シーザ ーの
呼び掛け とそれに対す るア ン トニーの答 えに 明 らか なよ うに,こ の部分 では言
葉 のエネルギ ーを発す る側 とそれ を受け る側 と して,シ ーザ ー とアソ トニーが
対置 され てい る。 ア ン トニーの`Fearhimnot,Caesar,。..'(ll.196-197)
は,呼 び掛けに対す る答え と同様 シーザ ーの台詞 を受 けかつ彼 の台詞 を引 き出
す ための もの,つ ま り対話 の形式 を成 立 させ るための台詞で ある。そ して彼 ら
の二対 の短 い台詞 の遣 り取 り(ll.190-197)は,シ ーザ ーの`Wouldhewere
fatter!'以 下 の長 い台詞(ll.198-214:171L)の前置 き とな る。 ア ソ トニーの
台詞は シ「ザ ーの台詞 が観客か ら受 け る注意 と等量 の注意を喚起す る(そ して
観客 に二 人を対照 させ る)も の とは言 い難 いので ある。14.
観客 が力点 の置か れていない,す なわ ち注意 を引き付け よ うとしていない要
素 に反応す るとい うことは有 り得 ないだろ う。 しか し我 々は常 に[台 詞を与 え
られ た人物 名](SpeechPre丘x)+[台詞]と い う形 で印刷 された テ クス トを 目
の前 に して議論 を しなけれぽ な らない。誤 って力点の置かれ ていない要素 にあ
ま り積極 的な意味 を持 ち込 んだ りす ることが ない よ うに,少 な くとも台詞 の流
れ を成 立 させ る基本的要 素を把握 してお く必要 があ るだ ろ う。
V
本稿は分析の対象を一旦 『ジュリアス ・シーザー』第二幕第一場 と定めた上
エ4た だし,後 にシーザーの敵を討つ人物であるアソトニーが,暗 殺が行われる前に(差
し当ってこの第一幕第二場で)ジ ーザーに恭 しく接しているという状況が作 られているこ
とは重要なことであるから,そ の意味では,ア ソ トニーがここで台詞を与えられているこ
とは価値のあることである。
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で考察を進め,他 の例を挙げる際もほ とんどこの劇以外には求めなかった。 し
か し度々述べたように,本 稿で取 り上げた台詞の配列および配分の作法はシェ
イクスピア劇全般に広 く認められるものである。方法を変えて,ま ず台詞の配
列や配分の様相を観察す る視点を限定 して,そ れに関 してシェイクスピア劇全
体では,あ るいは各ジャンルごとには,何 種類の基本的な型が認め られ るかと
い うことを調べ るζとは有効であろう。例えぽ,対 話の体裁を持た な い 台 詞
は,視 点を定めた上での話だが,ど のように劇の中に組み込まれているのかと
か,主 人公から端役に至るまでの各層の格付けの人物には,種 類や レヴェルを
限定 した上で,い かな る台詞が配分されているか,あ るいはいないか とい うよ
うに,又,短 い台詞 と長い台詞の配列(組 み合せ)に は,や は り視点を定めた
上で,ど のような基本的な型が認め られ るか とい うようにである。そ して,こ
のような分析 ・調査を積み重ねて行けぽ,い つの日かシェイクスピアの台詞の
配列と配分の作法に関す る く目録〉が出来上 るのでないか と期待され る。
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'
APPENDIxA
BRUTUS'MONOLOGUE
INTERRUPTEDBYLUCIUS'ENTRIES
噂
Elz'θ7・BRUTus初 痂so76ぬ αプ4.
B7%.What,Lucius,ho! .
Icannotbythepr()gress(珪thestars
Give'guesshowneartoday.Lucius,Isay!
Iwoulditwereφyfaulttosleepsosoundly.
When,Lucius,whenPAwake,Isay!What,Lucius!
'1ヨ
循 θ7LUCIus.
5
??
??
L%o.1Call'dブou,mylordPl
B7%.Getmeataperinmystudy,Lucius.
Whenitislighted,comeandcallniehere.
五%o、Iwi11,mylord.
β7%.Itmustbebyhisdeath;andf6rmypart,'
Ik取 σwnopersonalcausetospu工 且athim,
Butforthegenera1.Hewouldbecrown'd:-
How,thatmightchangehisnature,there'sthequestion.
'I
tisthebrightdaythatbringsforththeadder,
Andthatcraveswarywalking.Crownhimthat,
AndthenIgrantweputastinginhi皿
、Thatathiswillhemaydodangerwith.
Th'abuseGfgreatnessiswhenitdisjoins'
Remorsefrompower;andtospeaktruthofCaesar,
Ihavenot幽knownwhenhisaff孚ctionssway,d
Morethanhisreason.But'tisaco㎜onprq㎡
ThatIowlinessisyoungambition'sla(1der,
Wheretoモheclimber.upwardturnshisface;
Butwhenheonceattainstheupmostround,
Hethenuntotheladderturnshisback,
Looksinthecloudslscorningthebasedegrees
Bywhichhedidascend.SoCaesarmay;
E短'.
10
15
20
25
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Thenlesthemay,prevent.Andsincethequarrel
Willbearnocolorforthethingheis,
Fashionitthus:thatwhatheis,augmented,
WouldruntotheseImdtheseextre皿ities;,
Andthereforethinkhhnasaserpent'seg9,
Which,hatch'd,wouldashiskindgrowmischievous,
Andkillhimintheshel1.
30
E漉 θγLUCIus.
??
L%o.Thetaperburnethinyourcloset,sir.
Searchingthewindowforaflint,If6und
Thispaper,thusseardup,andIamsure
ItdidnotlietherewhenIwent.tobed.'
砂%。Getyoutobedagain,itisnotday.
Isnotto,morrow,boy,theidesofMarch?
,五%o.
B7%.
五%o.
B7%.
35
G勿 θsぬ 魏 漉816'舌 〃.
Iknownot,Slr.
Look血thecalendar,andbringmeword.
Iwil1,sir.
Theexhalationswhizzingillthe、air
40
E短'.
GivesomuchlightthatImayreadbytheln.45
q伽s魏 θ16伽 απ〃 α客4ε.
``Brutus
,1thousleep'st;awake,andseethyself!・
ShallRolne,etc.Speak,strike,redress!"
``Brutus
,thousleep'st;awakβ!"
Such血shgationshavebeenoftendroPP'd
WhereIhavetookthe血up.50
"ShallRome
,etc."ThusmustIpieceitout:
ShallRomestandunderoneman'sawe?What,RomeP
Myancestorsdidfromthes加eetsofRom6
TheTarquindrivewhenhewascallldaking.
``Speak
,strike,redress!"AmIentreated.55
TospeakandstrikePO'Rome,Imaketheepromise,
Iftheredresswillfollow,thoureceivesレ
ThyfullpetitionatthehandofBr耳tus! ,.
E〃 渉θγLUCIUS.
五%o。
B7%.
Sir,`Marchiswasted丘ftee且days.
'Tisgood.Gotothegate,somebodylmocks.
血o罐 勿励 吻.
E癬 加6'%s.
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??
SinceCass量us五rstdidwhetme.againstCaesar,
Ihavenotslept.
Betweentheactingofadreadfulthhlg
Andthe丘rstmotiGn,alltheinterimis
L{keaphantasmaoτahideousdream.
TheGeniusandthemortalinstruments
Arethenincouncil;andthestateofaman,
Liketoalittlekingdo皿,su鉦ersthen
ThenatureQfaninsurrection。
61
65
E窺 θ7LUCIus.
??
1
1
Lz多o・Sir,'tisyourbrotherCassiusatthedoor,・
Who'dothdesiretosee「you.・ ・
β7%.
L%o.
β7%.
五 π6.
Andhalftheirfacesburied
ThatbynomeansImaydiscoverthem
Byany阻 誼offavor、 、
Bア%.Let,ementer.
,IshealoneP
No,s辻,therearemoewithhim. .
DoyouknowthemP
No,sir,theirhatsarepluck'd包bouttheirears,
ntheircloaks,
Theyarethefaction.OConspiracy,
Sham'stthoutoshowthydang'rousbrowbynight,
WhenevilsaremQstfreePOthen,byday
Wherewiltthou丘ndacaverndarkenough
Tomaskthymonstrousvisage?SeekIlone,Conspkacy!
HideitinsmilesandafEability;
Forifthoupath,亡hyヰat三vesemblilnceon,
NotErebusitselfweredimenough
Tohidetheefromprevention.
70
75
Eκ 髭 五%6脇s.
80
85
E7z渉〃 漉600りzSρ 〃α'07s,CAssIus,CAscA,
伽4TREBONIus.
DEclus;CINNA,METELLus,
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APPENDIxB
THEARGUMENT
BETWEENBRUTUS莞ANDHISFELLOWS
1)莞
??
L
β 鰯.Givemeyourhandsallover,onebyone.
ω ε.Andletusswearourresolut量on.
B7%.No,notanoath!Ifnotthefaceofmen,
Thesufferanceofoursouls,thetime'sabuse-
Ifthesebemotivesweak,breakoffbetimes,
Andeverymanhencetohisidlebed;
Solethigh-sightedtyrannyrangeon,
Tilleachmandropbylottery.Butifthese
(AsIamsuretheydo)bear丘reenough
Tokindlecowards,andtosteelwithvalor
The卑eltingspiritsofwomen,thenうcouhtrymen,
Whatneedweanyspurbutourowncause
Toprickusto写edressPwhatotherわond
ThansecretRomans,thathavespoketheword
Andwillnotpalter?andwhatoth貫oath
Thanhonestytoh6nestyengag'd卜
Thatthisshallbe,or .wewillfallforit?
Swearpriestsandcowards,andmencautelous,
Oldfeeblecarrions,andsuchsufferingsouls
Thatwelco皿ewrongs;untobadcausesswear
Suchcreaturesas皿endoubt;butdonotstain
Theevellvirtueofourenterprise,.
North'insuppressivemettleof.ourspir量ts,9
Tothinkthatorourcauseorourperformance
Didneedanoath;wheneverydropofblood
ThateveryRomanbears,andnoblybears,
Is・guiltyofaseveralbastardア,・
Ifhedobreakthes皿allestparticle
Ofanypromisethathathpass'dfromhim.
Cαs,ButwhatofCicero?Shallwesoundhim?
Ithinkhewillstandverystrong'withus.
Cαscα.Letusnotleavehim.out.
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C勿.No,bynomeans.
ルZθ♂.O,1etushavehim,forhissilverhairs
Wi耳purchaseusagood .opinion,
Ahdbuymen'svoicestocommendourdeeds.
Itshallbesa量dhisjudg坦entru1'dourhands;
Ouryouthsandwildnessshallnowhitappear,・
Butall・beburiedinhisgravity.
B7%.0,阜a耳1ehimnot;letusRotbreakwithhim,'
Forhewillneサerfollowanything
Thatothermenbegin.
Cαs.
αzscα.
1)θo.
ωs.
Thenleavehi皿out.
Indeedheisnot丘t.
Shallnomanelsebetouch'dbutonlyCaesarP
Decius,wellurg'd.IthinkitisIlotmeet,
MarkAnto脇sowellbelov'dofCaesar,
ShouldoutliveCaesar.Weshall五ndofhim
Ashrewdcont耳iver;andyouknow,hismeans,
Ifheimprovethem,mayweUstretchsofar
Astoamoyusall;whichtoprevent,
LetAntonyandCaesarfalltogether.
Bプ%.Our 、coursewillseemtoobloody,CaiusCassius,
Tocuttheheadof〔andthenhackth61imbs-
Likewrathindeathahdenvyafterwards;
ForAntonyisbutalimbofCaesar.
Let,sbesacri丘cers,butnotbutchers,Caius.
WeallstandupagainstthespiritofCaesar,
Andint与espiritofmenthereisnoblood;
OthatwethencouldcomebyCaesar'ssp元ritジ
AndnQtdismemberCaesar!But,alas,'
Caesarmustbleed・forit!And,gentlefriends,
Let's、killhimboldly,butnotwrathfully;
Let,scarvehimasadish丘tforthegods,
Nothewhifnasacarcassfitforhounds;
Andletourhearts,assubtlemastersdo,-
Stiruptheirservantstoanactofrage,
、Andafterseemtochide'em.Thisshallmake
Ourpurposenecessaly,andnotenvious;
Whichsoappearingtothecommoneyes,
Weshallbecalrdpurgers,notmurderers.
Andf6rMarkAntony,thinknotofhim;
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ForhecandonomorethanCaesar'sarm
WhenCaesar'sheadiso鉦.
ω3.Yet』Ifearhim,
ForintheingraftedlovehebearstoCaesar-
B7%.Alas,good .Cassius,donotthinkofhim.
IfheloveCaesar,allthathecando
Istohimself-takethoughtanddieforCaesar;
Andthatweremuchheshould,forheisgiven
Tosports,towildness,andmuchcompany.
7ン6∂.Thereisnofearinhim;lethimnotdie,
ForhewillIive,andlaughatthishereafter.
β7%.
Cαs.
Tケ θゐ.
αzs.
WhetherCaesar
Forheissuperstitiousgrownoflate,
Ωuitefromthemainopinionheheldonce
Offantasy,ofdreams,andceremonies.
ItmaybetheseapParentprodigies,
Theu耳accustom'dterrorofthisnight,
Andthepersuasionofhisaugurers
Mayholdhi皿f士omtheCapitolto.day.
D66.Neverfearthat。Ifhebesoresolv'd,
Icano'erswayhim;forhellovesto.hear
That・unicornsInay七ebetray'dwithtrees,、
Andbearswithglasses,elephantswithholes,
Lionswith・toils,andmenwithflatterers;
ButwhenItellhimhehates且atterers
Hesayshedoes,beingthenmostHattered.
Letmework;
ForIcan1窪ivehishumorthetruebent,
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Peε 【ce,counttheclock.1
Theclockhathstrickenthree.
,Tistimetopart
.
Butitisdoubtfulyet
willcomeforthto-dayorno;
AndIw111bringhlmtotheCapitoL
Cαs.、Nay,wewillallofusbetheretofetchhim.
B7%.Bytheeighthour;isthattheuttermostP
α%.Bethattheuttermost,andfailnotthen.
瓢 θ'.CaiusLigariusdothbearCaesarhard,ロ
WhoratedhimforspeakingwellofPompey;
Iwondernoneofyou.havethoughtofhim.
B7%.Now,goodMetellus,goalongby、him.
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Helo†esmewell,andIhavegivellhimreasons;
Sendhimbuthither,andI'llfashioロhim.220
Cα ∫.Themorningcomesupon,s.We,111eaveyou,』Brutus,
And,friends,・hsperse四urselves;butallreme導ber
Whatyouhavesaid,andshowyourselvestrueRom{ms.
B7%.Goodgentlelnen,lookfreshandmerrily;
Letnotourlooksputonourpurposes,225
Butbearitas・QurRorhanactorsdo,'
Withuntir'dspiritsandformalconstancy.・
Andsogoodmorrowtoyoueveryone.Eκ θ%π'.ルZα 〃θ'.β7%'%s.
幽
